
経
営
手
腕
を
発
揮

東
武
鉄
道
を
は
じ
め
、
全
国

の
私
鉄
経
営
に
手
腕
を
発
揮
し

「
鉄
道
王
」
と
の
異
名
を
と
る

甲
州
財
閥
の
一
人
・
根
津
嘉
一

郎
は
、江
戸
末
期
の
万
延
元（
１

８
６
０
）
年
、
山
梨
郡
正
徳
寺

村（
現
山
梨
市
）の
豪
商
に
生
ま

れ
た
。
東
京
で
漢
学
を
学
ん
だ

後
、
故
郷
に
戻
り
、
30
代
で
県

議
会
議
員
、
村

長
を
歴
任
。
明

治
30
（
１
８
９

７
）
年
ご
ろ
上

京
し
た
。

す
で
に
日
本

の
実
業
界
で
活

躍
し
て
い
た
甲

州
財
閥
の
若
尾

逸
平
や
雨
宮
敬

次
郎
ら
と
交
流

し
、
そ
の
影
響

を
受
け
な
が
ら
、
鉄
道
や
電
力

な
ど
、
近
代
化
を
支
え
る
事
業

を
中
心
に
投
資
を
行
っ
た
。
た

だ
、
根
津
は
株
の
配
当
や
売

却
で
利
益
を
得
る
だ
け
で
は
な

く
、経
営
に
も
積
極
的
に
参
画
。

経
営
が
振
る
わ
な
い
企
業
の

立
て
直
し
に
尽
力
し
、
徹
底
し

た
合
理
主
義
で
臨
む
一
方
、
必

要
な
投
資
は
惜
し
み
な
く
行
っ

た
。

東
武
鉄
道
を
再
建

東
武
鉄
道
は
、
明
治
32
（
１

８
９
９
）
年
に
北
千
住
―
久
喜

間
が
開
通
。
し
か
し
、
路
線
が

利
根
川
南
岸
に
到
達
し
た
と
こ

ろ
で
業
績
が
悪
化
し
た
た
め
、

九
州
鉄
道
（
現
鹿
児
島
本
線
の

一
部
）
の
経
営
改
革
で
名
を
挙

げ
て
い
た
根
津
に
白
羽
の
矢
が

で
も
あ
り
、
茶
道
に
も
造
詣
が

深
か
っ
た
。「
国
家
の
繁
栄
は

育
英
の
道
に
淵え

ん
げ
ん源
す
る
（
国
家

の
繁
栄
は
充
実
し
た
教
育
に
よ

っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
）」
と

い
う
信
念
を
持
ち
、
生
涯
に
わ

た
り
教
育
文
化
の

振
興
に
従
事
。
大

正
11
（
１
９
２
２
）

年
に
は
、
日
本
初

の
７
年
制
高
等
学

校
と
し
て
旧
制
武

蔵
高
校
（
現
武
蔵
大

学
）を
設
立
し
た
。

県
内
で
も
教
育
関
係
に
多
額

の
寄
付
を
重
ね
た
。昭
和
５（
１

９
３
０
）
年
、
県
庁
構
内
に
設

立
さ
れ
た
県
教
育
会
付
属
図
書

館
の
建
設
費
を
寄
贈
。
同
館
は

翌
年
、
県
立
図
書
館
と
な
り
、

同
45（
１
９
７
０
）年
、
甲
府
市

丸
の
内
２
丁
目
に
移
転
す
る
ま

で
県
民
の
学
び
を
支
え
る
公
共

施
設
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

小
学
校
に
ピ
ア
ノ
寄
贈

故
郷
の
旧
平
等
村
（
正
徳
寺

立
っ
た
。
東
武
鉄
道
の
社
長
に

就
任
し
た
根
津
は
、
社
内
の
無

駄
な
経
費
を
削
減
す
る
と
と
も

に
、
利
根
川
に
大
橋
梁
を
建
設

し
て
路
線
を
延
伸
。
北
関
東
の

輸
送
需
要
を
獲
得
し
、
収
益
の

劇
的
な
改
善
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
富
士
身
延
鉄
道
（
現

Ｊ
Ｒ
身
延
線
）
の
設
立
に
奔
走

し
た
堀
内
良
平
や
、
日
本
最
初

の
地
下
鉄
を
開
業
さ
せ
た
早
川

徳
次
な
ど
、
県
出
身
の
後
輩
が

携
わ
る
鉄
道
事
業
の
実
現
も
支

援
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
日
清
製
粉
や
富

国
生
命
な
ど
多
く
の
企
業
を
経

営
。
事
業
の
目
的
に
つ
い
て
は

「
国
家
や
社
会
に
本
当
に
裨ひ

え
き益

し
よ
う
と
す
る
真
の
目
的
が
な

く
て
は
、
栄
え
る
も
の
で
は
な

い
」
と
述
べ
、
公
益
性
を
重
視

す
る
姿
勢
を
貫
い
た
。

武
蔵
大
学
を
設
立

根
津
は
財
界
人
と
し
て
活
躍

す
る
一
方
、
芸
術
品
の
収
集
家

村
が
合
併
）
の
小
学
校
の
建
設

費
を
寄
付
し
、
同
校
を
皮
切
り

に
、
県
下
全
て
の
小
学
校
に
ピ

ア
ノ
計
２
０
０
台
以
上
を
寄

贈
。「
根
津
ピ
ア
ノ
」と
呼
ば
れ
、

数
台
が
現
存
し
て
い
る
。
併
せ

て
、
当
時
ほ
と
ん
ど
の
小
学
校

に
無
か
っ
た
顕
微
鏡
や
ミ
シ

ン
、人
体
模
型
な
ど
も
贈
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
山
梨
高
等
工
業
学

校（
後
の
山
梨
大
学
工
学
部
）敷

地
購
入
費
も
寄
付
す
る
な
ど
教

育
環
境
充
実
へ
の
貢
献
は
多
大

だ
っ
た
。

さ
ら
に
「
社
会
か
ら
得
た
利

益
は
社
会
に
還
元
す
る
義
務
が

あ
る
」
と
語
り
、
水
害
や
火
災

の
罹
災
者
を
支
援
し
た
ほ
か
、

山
梨
市
で
は
笛
吹
川
に
「
根
津

橋
」
を
建
設
。
そ
れ
以
前
、
日

下
部
町
か
ら
甲
府
方
面
へ
向
か

う
に
は
、
遠
く
ま
で
迂
回
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
根

津
橋
に
よ
り
往
来
が
容
易
と
な

り
、
地
域
の
利
便
性
向
上
に
貢

献
し
た
。

同
市
で
は
、
根
津
の
実
家
の

邸
宅
を
整
備
し「
根
津
記
念
館
」

と
し
て
公
開
。
国
登
録
有
形
文

化
財
の
長
屋
門
、
旧
主
屋
、
土

蔵
な
ど
が
並
び
、
根
津
の
美
意

識
と
文
化
的
功
績
を
今
に
伝
え

て
い
る
。

完
成
し
た
利
根
川
橋
梁
を

走
る
汽
車（
東
武
博
物
館
提
供
）

平
等
村
の
小
学
校
に
寄
贈
さ

れ
た「
根
津
ピ
ア
ノ
」第
１
号

（
根
津
記
念
館
提
供
）

昭
和
５
年
に
竣
工
し
た
山
梨
県
教

育
会
付
属
図
書
館（
県
立
博
物
館
蔵
）
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広
告
の
お
問
い
合
わ
せ
は　

山
梨
新
報
社
ま
で
☎
０
５
５（
２
３
７
）８
１
２
１

Ｐ
Ｒ
特
集 

（
山
梨
県
広
聴
広
報
グ
ル
ー
プ
）

山
梨
県
は
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
偉
人
を
数

多
く
輩
出
し
て
い
る
。
自
主
性
、
公
共
性
、
開
拓
精
神
と
い

う
甲
州
人
の
気
風
に
基
づ
い
た
先
人
た
ち
の
挑
戦
と
功
績

を
紹
介
す
る
。

新
時
代
を
拓
い
た

郷
土
の
先
人
た
ち

公
益
性
重
視
し
た「
鉄
道
王
」

公
益
性
重
視
し
た「
鉄
道
王
」

文
化
・
教
育
振
興
に
も
足
跡

文
化
・
教
育
振
興
に
も
足
跡

甲
州
財
閥

根
津
嘉
一
郎
（
１
８
６
０
―
１
９
４
０
）

偉
人
の
言
葉

偉
人
の
言
葉

国
家
の
繁
栄
は
育
英
の
道
に
淵え

ん
げ
ん源
す
る


